小学校1年生第3セッション授業台本　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1/9

１年生第３セッション

ききじょうずになろう！

所要時間
45分

目的

自分も相手もうれしくなるような聞き方として大切な3つのポイント（①返事をする、②していることをやめる、③相手に体を向ける）を学ばせ、できるようにさせる。
準備するもの
□フラッシュカード（｢ピア・サポート｣「ともだちとなかよくする、たすけあう」「ききじょうずになろう」
ウサギのイラスト(うつむきウサギ、にっこりウサギ)、クマのイラスト（しょんぼりクマ、にっこりクマ）「①へんじをする」「②していることをやめる」「③あいてにからだをむける」）

□ポスター「もっとあいさつじょうずになろう！」（第2セッションの般化維持プログラムで使用）
□くじ引き
□モデル提示用映像、機材一式（プロジェクター、スクリーンなど）
□モデル提示用台本
□おたすけカード

□だい3かいかくにんプリント（だい3かいふりかえりプリントと両面印刷：児童数）
□だい3かいふりかえりプリント（だい3かいかくにんプリントと両面印刷：児童数）

般化維持プログラム

□だい3かいチャレンジ１．２（児童数）

□1ねんせいぴあっこしんぶん3（児童数）

□ポスター

児童の持ち物

□ピア・サポートファイル　　
□筆記用具

参考文献
田中沙和・牧野昌美・C小学校教員. (2005). 上手な聞き方をしよう. 2005年度C小学校1年生ピア・サポート・プログラム第1セッション授業台本. 未公刊.　　
	活動項目
(所要時間／累積時間:分)
	活動内容
	児童の反応
	◇補助者の行動●準備物

	1．復習(2分)

	復習(2/2)

	1．ピア･サポートの意味の確認

・今日はピア・サポートの3回目の授業です。
・では質問します。「ピア・サポート」はどんな意味ですか？
・そうでしたね。今日もともだちと仲よくすることを学習しましょう。
2．あいさつで大切なことの確認

・1回目と2回目の授業では、「あいさつじょうず」になるための学習をしました。

・上手なあいさつをするために、大切な3つのことがありました。どんなことでしたか？
・そうです。みなさん、ずっとあいさつ上手でいましょう。
・では、今日からは新しい学習に入ります。
・今日は人の話の「聞き方」の学習をします。


	｢ともだちと仲よくする、助け合う」
「相手を見る」
「自分からする」
「気持ちを込めてする」

	●フラッシュカード｢ピア・サポート｣「ともだちとなかよくする、たけあう」
◇フラッシュカード（あらかじめ黒板に掲示）
●（あらかじめ掲示）上手なあいさつのポスター


	2．今日のめあての発表(1分)

	発表(1/3)
	1．今日の学習のめあてはなに？
· 今日のめあてを発表します。こちらを見ましょう。何と書いてありますか？ 

· はい。「ききじょうずになろう」です。みなさん大きな声で一緒に読んでみましょう。

→一斉に音読させる。

・聞き上手というのは、人の話の聞き方が上手な人のことです。人の話が上手に聞けると、友だちともっと仲よくなれます。

	「聞き上手になろう」


	●フラッシュカード「ききじょうずになろう」
◇フラッシュカードの提示

	3．活動「ききじょうずになろう」(32分)

	モデル提示(3/6)
全体シェアリング (3/9)
ポイントの提示(2/11) 
練習１(7/18)
練習２(7/25)
練習３(7/32)
活動の

まとめ
(3/35)

	1．よい聞き方とよくない聞き方のモデル提示 
· では、これからビデオを見ます。今日も、前と同じようにクマさんとウサギさんが出てきます。クマさんが「お話をする役」で、ウサギさんはお話を「聞く役」です。
・今日は、聞き上手になるための学習です。クマさんとウサギさんのどちらに注意すればよいでしょうか？

・はい。ウサギさんですね。ウサギさんがどんな聞き方をしているか、よく見ましょう。
· 2人がお話する場面は、2回あります。1回目のウサギさんと、2回目でウサギさんの聞き方には、違いがあります。それぞれのウサギさんがどんなふうに聞いているか、よく見ていましょう。
→モデル提示用映像を上映する。児童がビデオを見やすいように席を移動させるなど配慮する（ビデオではなく指導者と補助者が、実際にモデル提示をしてもよい）。
2.ブレインストーミング
· はい、ビデオは終わりです。
· では、質問します。1回目と2回目、どちらのウサギさんが聞き上手だったでしょうか？
· そうですね。2回目のウサギさんの方が聞き上手でした。
· では、それぞれのウサギさんがどんな聞き方をしていたか、確認します。
・まず1回目のウサギさんの聞き方について気がついたことを発表しましょう。1回目のウサギさんはどんな聞き方をしていましたか？
→数名指名して意見を発表させる。
・このようなウサギさんの聞き方をすると、お話をしているクマさんは、どんな気持ちになるでしょうか？

· そうですね。あまりよい気持ちではないですね。

・では2回目のウサギさんは、どんな聞き方をしていたでしょうか？気がついたことを発表しましょう。
→数名指名して意見を発表させる。
・2回目のウサギさんのように聞いてもらえると、クマさんはどんな気持ちになると思いますか？

・そうですね。うれしい気持ちになるでしょう。
3．上手な聞き方をするために大切な3つのこと 
・ではみなさんも2回目のようなウサギさんの聞き方ができるように、大切な3つのことを学習しましょう（以下、児童の観察に結びつけながら解説していく）。
・まず、1つ目の大切なことは、話しかけられたら「へんじをする」ことです。
· どうして「返事」をしなくてはならないか、わかりますか？

· そうですね。話しかけられたとき、知らん顔だったり、何も返事をしなかったりすると、話しかけた人は、相手に聞こえたかどうか心配になってしまうからです。話しかけられたら、すぐにはっきり返事をしましょう。
· 2つ目の大切なことは、「していることをやめる」です。
· していることをやめるというのは、どういうことですか？
· そうです。他のことをしないということですね。さっきのビデオの中でも、2回目のウサギさんは呼ばれたらすぐに、本を読むのを止めていましたね。
· 手を動かしたり、足を動かしたりして、他のことをしながら聞いていると、話している方もいやな気持ちになります。話を聞くときには、していることをやめましょう。
· 3つ目は「あいてにからだをむける」です。
· 体をむけるというのはどういうふうにすることですか？
· 例えば、こんなふうに机にひじをついたり、あごをのせたりして聞くのはどうですか？
· よくありませんね。姿勢をよくして、相手の方に顔も体を向ければ、相手の話をきちんと聞くことができます。
· では、聞き上手になるために大切な3つのことを、みんな一緒に大きな声で読んでみましょう。

→3つのポイントを、一斉に音読させる。

4．上手な聞き方の練習
・ではこれから上手な聞き方の練習をします。

4－1．全体練習、呼ばれたら返事をし、姿勢をよくして、相手の顔をみる
· 最初は私がみなさんに呼びかけます。みなさんは先生の話を聞く人になって、今学習したことを練習してみましょう。

· これから私が名前を呼びます。呼ばれた人は「はい」と返事をして、姿勢をよくして体を私の方に向けましょう。そして先生の顔を見ましょう。私が「－さん」と呼ぶまで、わざとよそ見をして他のことをしていましょう。
・では呼びます。1年○組のみなさん！　
· （1回でうまくできないときはやり直しをする）みなさん、上手にできましたね。では、他の呼び方をしてみますよ。
→○○さん、□グループさん、△△号車さん、男の子、女の子など、いろいろな呼び方で練習する。

· はい。みなさんじょうずに練習できました。
4－2．全体練習
・次は、1つのグループに前に出てきてもらって、上手な聞き方を練習します（1つのグループは4人程度が適当）。

・座っている人たちは審査員をしますよ。

· では、○グループさんお願いします。

・（前に出てきたら）先生から呼ばれるまで、わざとおしゃべりしていましょう。

· （向こうを向いたら）○グループさん！
→児童が｢はい｣とこちらを向けたら、審査員の児童に審査を求める。指導者も○で評価する。1回目はうまくいかない可能性が高いので、曖昧のまま○にせず、2回目もチャレンジさせ、○を与えるようにする。時間を見て2グループ程度練習する。＊全グループ行うと長くなり、児童もあらさがしをし始めるので、数グループにする。
4－3．個別練習
・今度はグループになって練習します。
· まずやり方を説明します。これからグループにくじを配ります。グループのみんなでこのくじを引いて、自分の番号を覚えるようにしましょう。では、そこまでをします。机を動かしましょう（くじが時間がかかるようであれば、はじめから番号を決めておいてもよい）。
→以下、モデル提示しながら説明

・自分の番号は覚えましたか？

· まず1番を引いた人が、他の人に向かって「ねえねえ、聞いて！」と言います。もし、その人が言えなさそうにしていたら、お隣の人が一緒に言ってあげましょう。

・2、3、4番の人は、少しお話しをしたり、よそ見をしたりします。

· そして、「ねえねえ、聞いて」と話かけられたら、「はい」と返事をして、していることをやめて、その人の方へ顔と体を向けます。お友だちなので「はい」ではなくて「なあに？」でもいいです。
· それができたら、1番の人はグループのみんなの聞き方が上手だったかどうか、教えてあげましょう。

· 上手な聞き方をしてくれたなと思ったら、大きな○を作って、「よかったよ」とか「みんな上手だったよ」と言います。まあまあだと思ったら手で中くらいの○を作りましょう。もっとみんなに上手な聞き方をしてもらいたいなと思ったら指で小さな○を作りましょう。×はなしです。
· 1番の人が終わったら、先生が合図をしますので、順番を交代して2、3、4番の人も話しかける人をしますよ。
・では、1番の人はどうぞ。
→以下、様子を見て2番3番4番も行う。
・では、そこまでにしましょう。みなさん、椅子を戻して、前を向きましょう。

5．活動のまとめ
· では、練習のまとめをしましょう。みなさん、聞き上手になれたでしょうか。大きな○をたくさんもらえた人？手を挙げましょう。

· 上手な聞き方を練習してみて、どうでしたか？

→複数名の児童の感想を聞く、その他上手にできたところや、これから頑張りたいポイントなどを聞くのもよい。今日の学習は、話しの内容を聞く前の段階｢聞く姿勢を作る｣ということだった。上記の発問の他、どんなところに気をつければ、毎日できるようになりそうか、などを聞くとよい。
・今日、学習したような上手な聞き方をするといいことが2つあります。
· 1つ目は、話をする人が、｢ちゃんと話を聞いてくれるんだなぁ｣と思ってうれしくなる、ということです。
· 2つ目は、聞いている自分が、相手の話がよくわかるようになる、ということです。
· ですから、相手も自分もうれしくなって、もっともっと仲よくなれるのです。聞き上手になるとよいことづくしですね。
· 次の学習では、もっと聞き上手になるための方法を学習します。

	「ウサギさん」
「2回目」
「遊びをやめない」「横を向いていた」「何も言わなかった」「クマさんがかわいそう」

「かなしい」｢いや｣

「なに？と返事をしていた」「クマさんの顔をきちんと見ていた」「遊んでいたのをすぐにやめた」
「うれしい」
「相手に聞いてるよって伝える」
｢他のことをしない｣
「こうやってやるの！」
「返事をする」
「していることをやめる」

「相手に体を向ける」
「はい」と返事をする、おしゃべりをやめる、先生の方を見る
呼ばれたグループは前へ出る
机の移動

くじを引いて番号を覚える
活動する

椅子を戻す
挙手する
「上手にできた」

「恥ずかしかった」

「いい気持ちだった」

「○○さんが上手だった」「他のことをしてしまうことがあるから気をつけたい」

	●モデル提示用映像、機材

◇映像提示

●フラッシュカード「ウサギのイラスト(うつむきウサギ)」

◇フラッシュカード提示、板書
●フラッシュカード「クマのイラスト（しょんぼりクマ）」

◇フラッシュカード提示、板書

●フラッシュカード「ウサギのイラスト(にっこりウサギ)」
◇フラッシュカード提示、板書
●フラッシュカード「クマのイラスト（にっこりクマ）」

◇フラッシュカード提示、板書

●フラッシュカード「①へんじをする」
◇フラッシュカードの提示
●フラッシュカード「②していることをやめる」

◇フラッシュカードの提示
●フラッシュカード「③あいてにからだをむける」

◇フラッシュカードの提示
◇前に出てきた児童の補助

●くじ
◇活動補助
◇モデル提示
●おたすけカード

◇活動の補助



	4．確認(5分)

	確認

(5/40)

	· それでは今日学習したことをまとめます。「第3回かくにんプリント」を配ります。
→指導者がかくにんプリントを読み上げながら、空欄にキーワードを記入させる。最後に、今日学習したポイントを全体で読ませ、授業をまとめる。

	プリントの記入
	●だい3かいかくにんプリント
◇だい3かいかくにんプリントの配付

	5．ふりかえりプリントの記入(5分)  

	ふりかえりプリントの記入と回収(5/45)
	· では、最後に授業をふりかえりましょう。

· かくにんプリントを裏返して、ふりかえりプリントを見ましょう。今日の授業を思い出して、書いきます。

→以下、ふりかえりプリントの項目を1つずつ読み上げながら、実施させる。
→（時間があれば）数名感想を発表させてもよい。

・次回は、　月　日です。聞き方の2回目の学習をします。次の授業も楽しみにしていましょう。

	ふりかえりプリントの記入、提出

（感想発表）
	◇だい3かいふりかえりプリント回収


板書計画(案)
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　教室（黒板外）に、あらかじめ掲示しておく「もっとあいさつじょうずになろう」のポスター



ピア・サポート


　　　　





ききじょうずになろう





①へんじをする





②していることをやめる





③あいてにからだをむける





板書スペース
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